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さらに、ネズミヤマアラシの長期調査によって、識別した 7 個体のうち 5 個体は、
繁殖ペアとその子から成る家族グループであり、複数の巣穴を排他的に利用するこ
と、夜間はペアも別々に行動することなどを明らかにしている。また、このペアが 18
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